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こ
の
祭
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っ
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つ
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。
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きいて・めもして・こたえよう 小5　No.17

ニュース　地いきの伝統行事の　ふっかつ
ち でんとうぎょうじ

名前
なまえ

聞くめあて 祭りがふっかつするまでの「いきさつ（事実）」と、町の人たち
き まつ じじつ まち ひと

の「声（気持ち）」を、分けてメモしましょう。
こえ きも わ

おとさない言葉：いきさつ・関係者の声・数字
ことば かんけいしゃ こえ すうじ
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ニュース　地いきの伝統行事の　ふっかつ 小5　No.17｜ニュース｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：1回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

ニュースです。この町に、昔から伝わる祭り、「川わたり祭り」が、二十年ぶりに、ふっ

かつすることに、なりました。今日は、そのいきさつと、町の人たちの、よろこびの声

を、お伝えします。

この祭りは、二百年もの、歴史がある、伝統行事です。しかし、二十年前、祭りを、受

けつぐ、わかい人が、へってしまい、いったん、中止に、なっていました。それを、「もう

一度、見たい」という、町の人たちの声が、集まったのです。

ふっかつを、決めたのは、地いきの、わかものたちが、中心となって、作った、じっこ

う委員会です。「自分たちの町の、大切な文化を、絶やしたくない。」その強い思いで、一

年間、じゅんびを、進めてきました。

祭りの当日、川の両岸には、五千人もの、人が、集まりました。二十年ぶりに、見る、

みこしに、お年寄りは、なみだを、うかべていました。「子どものころ、見た、あの祭り

が、帰ってきた。本当に、うれしい。」

じっこう委員長の、田村さんは、話します。「これは、ゴールでは、ありません。この祭

りを、次の世代へ、受けついでいくことが、わたしたちの、これからの、目標です。」地い

きの、きずなが、よみがえった、一日でした。

めものれい

ニュース：地いきの伝統行事「川わたり祭り」がふっかつ（二十年ぶり）

いきさつ：二百年の歴史→二十年前、受けつぐわかい人がへり中止→「も

う一度見たい」の声

だれが：地いきのわかもの中心のじっこう委員会（一年間じゅんび）／絶

やしたくない思い

当日：川の両岸に五千人／お年寄りはなみだ／声「あの祭りが帰ってき

た。うれしい」→次の世代へ

こたえと かいせつ

（1）二十年ぶり

「二十年ぶりに、ふっかつすることに、なりました」の部分です。

（2）祭りを受けつぐわかい人がへってしまったから

「祭りを、受けつぐ、わかい人が、へってしまい、いったん、中止に」と言っ

ていました。

（3）イ（地いきのわかものが中心となって作った、じっこう委員会）

「地いきの、わかものたちが、中心となって、作った、じっこう委員会」がふ

っかつを決めました。

（4）ウ（子どものころ見た、あの祭りが帰ってきた。本当にうれしい）

アとイは調べて分かる「事実」です。ウは町の人の「気持ち（声）」です。

（5）（例）川わたり祭りは、どんな祭りですか。／じゅんびで、大変だっ

たことは何ですか。

祭りに関係する「たずねる文（〜ですか。）」になっていれば正解です。
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